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「イスラーム地域研究」の枠組みで、スーフィズム・タリーカ・聖者信仰複合現象を研究するなか、マッチングファンドも利用して、各地で調査旅行を行ってきた。京大拠点は、イスラー 世界の国際組織／グローバル・ネットワークを研究テーマとして掲げている。私自身が率いている「広域タリーカ」班は、グローバルに広がるスーフィズムやタリーカ 対象としているが、地域毎にさまざまな違いを見出すことができる。私自身は、そういった 域間の「ずれ」をいぶかしがりながらも 楽しんできた。今回は、そのことをスーフィズム、タリーカ、聖者信仰のそれぞれについて語ってみたい??
????????????
ここに掲げる写真は、パキスタン・カラ







解されたのである。したがって、スーフィズムはキリスト教と近しい関係にある好ましい存在とされた。こういう考え方からすれば、スーフィズムは元々イスラームるものではなく、外からもたらされたものであるという「スーフィズム外来説」が唱えられたのは、ごく自然な流 だっ ろう。そこで、スーフィ 「イ ラーム神秘主義」と訳さ 世界に普遍的に存在する神秘主義のイスラ ム版と理
そもそも、イスラーム世界では古い時代
から、タサウウフという表現が使われてきた。それをヨーロッパ語で表現する際に、スーフィーの語を元に、スーフィズムという語が創造さ 用いられてきた。しかしこのスーフィズムは当初、イスラ ムとは異質のものとしてヨ ロッパでは理解された。律法を重視するセム主義としてラームを理解し、これに対して愛 重視するアーリア的要素としてスーフィズムは理
tasawwufとsufism（カラチのFazlee's書店にて）
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のである。
近代に中東でスーフィズムが研究されだ



























修道場や聖者廟を回ってい のだが、ハーナカーを訪ねてみても、 ったく修道場らしくない。もちろん、ハーナカー ハーンカーのウズベク語式の発音であり、その意味は修道場のはずであるが、どう見ても、ごく普通の礼拝の場にしか見えない。何度も、ここがハ ナカーなのか、どこかほかの建物ではない か、と問いただしたのだが、間違いはなかった。結果的 、少なくともこ 時訪れた場所では礼拝の場 ことをハーナカーと呼ぶらし 、という結論出さざるをえなかった。
また、タリーカの修行としてよく知られ































クル」とすれば、フフィーヤ ズィクルは「心のズィクル」とされ、無声で行うというのが一般的な理解であるが、中国 のインタビューによれば、明念が前者にあたり、黙念が後者にあたる しかしそれだけでなく、明念はさらに、高声／低声 もしくは高念／低 に分かれる、 いう言説が
華寺拱北（中国・臨夏）
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のは現地のムスリムたちの感覚に反する、と主張しているにもかかわらず、自分自身は為政者の聖者には関心をしっかりもてないのであった。
こういった反省は、日本で本を読んでい
るだけではもちろん得られないし、ふだん行き慣れて る場所ばかりに行っていても、気づかされることはない。やはりフィールドに、それもイスラーム世界 あちこちのフィールドに実際行ってみてこそ、感じられることであ 。何年たっ も新しい発見はあるものだなあと、フィールドに行く度に感 させられ ことであった。
ナショナリズムの流れを汲んで、むしろ世俗的なものだったと思う。しかし、パキスタンやウズベキスタンなどに行くと、聖者廟を利用した宗教 ショナリズムが多く見られることに驚く。
たとえば、ウズベキスタンのサマルカン
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